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景
観
保
存
か
、

景
観
保
存
か
、
圃圃ほほ

場
整
備
か
―
―
。

場
整
備
か
―
―
。

　
山
あ
い
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
線
を
描
く
水
田
が
広

山
あ
い
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
線
を
描
く
水
田
が
広

が
る
が
る
田田たた

染染し
ぶ
し
ぶ

小小おお

崎崎さ
き
さ
き

地
区
。
約
１
、０
０
０
年
前
の
荘
園

地
区
。
約
１
、０
０
０
年
前
の
荘
園

村
落
の
姿
を
今
に
残
す
、
日
本
で
唯
一
の
地
だ
。

村
落
の
姿
を
今
に
残
す
、
日
本
で
唯
一
の
地
だ
。

　
「
貴
重
な
景
観
を
残
し
、
そ
れ
を
生
か
し
た
地
域

　
「
貴
重
な
景
観
を
残
し
、
そ
れ
を
生
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
の
か
」「
圃
場
整
備
で
新
た
な
農

づ
く
り
を
進
め
る
の
か
」「
圃
場
整
備
で
新
た
な
農

業
基
盤
を
つ
く
る
の
か
」
―
―
。
平
成

業
基
盤
を
つ
く
る
の
か
」
―
―
。
平
成
1111
年
。
全
国

年
。
全
国

各
地
で

各
地
で
圃
場
圃
場
整
備
が
進
む
な
か
、
小
崎
地
区
の
住
民

整
備
が
進
む
な
か
、
小
崎
地
区
の
住
民

は
少
子
高
齢
化
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
将
来

は
少
子
高
齢
化
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
将
来

を
見
据
え
て
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
そ
し
て
出
し
た

を
見
据
え
て
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
そ
し
て
出
し
た

結
論
が
「

結
論
が
「
田田た
し
ぶ
の
し
ょ
う
お
さ
き

た
し
ぶ
の
し
ょ
う
お
さ
き

染
荘
小
崎

染
荘
小
崎
の
農
村
景
観
」
を
後
世
に
残

の
農
村
景
観
」
を
後
世
に
残

す
こ
と
。

す
こ
と
。

　

大
き
な
決
断
か
ら

大
き
な
決
断
か
ら
2020
年
の
歳
月
が
流
れ
た
今
も
、

年
の
歳
月
が
流
れ
た
今
も
、

中
世
の
荘
園
村
落
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
。
景
観
、

中
世
の
荘
園
村
落
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
。
景
観
、

歴
史
、
自
然
と
共
存
す
る
人
々
の
営
み
と
、
全
て
に

歴
史
、
自
然
と
共
存
す
る
人
々
の
営
み
と
、
全
て
に

お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
る
「
田
染
荘
小
崎
」。

お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
る
「
田
染
荘
小
崎
」。

　

平
成

　

平
成
2222
年
に
、
景
観
の
国
宝
と
言
わ
れ
る
、
国

年
に
、
景
観
の
国
宝
と
言
わ
れ
る
、
国

の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
。
平
成

の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
。
平
成
2525
年
に
は
、

年
に
は
、

先
人
に
よ
り
引
き
継
が
れ
た
農
林
水
産
循
環
シ
ス
テ

先
人
に
よ
り
引
き
継
が
れ
た
農
林
水
産
循
環
シ
ス
テ

ム
が
世
界
に
認
め
ら
れ
、「
世
界
農
業
遺
産
」
を
象

ム
が
世
界
に
認
め
ら
れ
、「
世
界
農
業
遺
産
」
を
象

徴
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
、
大
き
な
注
目
を
集
め

徴
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
、
大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
る
。

て
い
る
。

　
当
時
、
人
口
１
６
３
人
、
総
戸
数

当
時
、
人
口
１
６
３
人
、
総
戸
数
5656
戸
だ
っ
た
田

戸
だ
っ
た
田

染
小
崎
地
区
。
大
き
な
決
断
と
と
も
に
、
地
域
が
一

染
小
崎
地
区
。
大
き
な
決
断
と
と
も
に
、
地
域
が
一

つ
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「
荘
園
の
里
推
進
委

つ
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「
荘
園
の
里
推
進
委

員
会
」。
全
世
帯
が
加
入
し
た
こ
の
組
織
に
、
地
域

員
会
」。
全
世
帯
が
加
入
し
た
こ
の
組
織
に
、
地
域

の
「
決
意
」
を
見
る
。

の
「
決
意
」
を
見
る
。

　
結
成
か
ら

　
結
成
か
ら
2020
年
を
迎
え
る
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
取

年
を
迎
え
る
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
。

り
組
み
を
振
り
返
る
。

20th
AniversaryAniversary ～荘園の里推進委員会～～荘園の里推進委員会～
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特集  守り継ぐ決意から 20 年～荘園の里推進委員会～

国
の
重
要
文
化
的
景
観

　
「
田た
し
ぶ
の
し
ょ
う
お
さ
き

染
荘
小
崎
の
農
村
景
観
」

　
平
安
時
代
、
田
染
地
域
は
宇
佐
神
宮
の
「
本ほ
ん

御み

荘し
ょ
う

十
八
箇
所
」
と
呼
ば
れ
る
最
も
重
要
な
荘
園

の
一
つ
と
さ
れ
、「
田
染
荘
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
。

狭
い
盆
地
・
谷
地
に
は
多
く
の
水
田
が
拓
か
れ
、

六
郷
満
山
の
神
仏
習
合
の
文
化
を
存
分
に
摂
取
し

た
田
染
荘
に
は
、
優
れ
た
文
化
財
・
景
観
が
多
く

残
さ
れ
た
。

　
な
か
で
も
小
崎
地
区
は
、
荘
官
の
館
で
あ
っ
た

「
尾
崎
屋
敷
」
が
置
か
れ
る
な
ど
、
田
染
荘
の
中

心
地
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
雨
引
神
社
の
湧
水
や
雨
水
を
利
用

し
た
水
田
や
、
用
排
水
路
や
堰
の
共
用
・
田た

越ご
し

灌か
ん

漑が
い

な
ど
の
伝
統
的
な
土
地
利
用
が
中
世
か
ら
継
承

さ
れ
て
い
る
。

　
地
形
に
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
大
小
様
々
な
水

田
、
伝
統
的
な
地
割
が
踏
襲
さ
れ
た
集
落
な
ど
が
、

中
世
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
も
、

残
さ
れ
た
多
く
の
歴
史
資
料
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。

　
全
国
で
も
例
が
無
い
、
こ
う
し
た
中
世
の
荘
園

村
落
の
土
地
利
用
を
現
在
へ
伝
え
る
景
観
と
し
て
、

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

２
４

１
３

▲昔ながらのイゼやため池等の水利施設、クヌギ林や
ホダ場といった里山農業の場が残る。
①ヤマノクチイゼ　②しいたけのホダ場
③空木池　④クヌギ林

▲中世から変わらぬ土地利用（豊後国国東郡田染組小崎村絵図）

 ●世界農業遺産『国東半島・宇佐の農林水産循環』（平成25年5月認定）

　先人たちが営々と作り上げてきた、クヌギ林とため池による「循環型の
農林水産業」の営みが、世界的に価値のあるものとして認められた。
　田染荘小崎は、認定基準の５項目の内４項目で優れた要素を持ち『国東
半島・宇佐の農林水産循環』を象徴するスポットとして大きな注目を浴び
ている。

※世界農業遺産とは、世界的に重要かつ伝統的な農業の「システム」を国際連
　合食糧農業機関（ＦＡＯ）が認定し、その保全と持続的な利用を図るもの。
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2020年を年を振振りり返返ってって

圃ほ

場
整
備
か
ら
景
観
保
存
へ

　
「
当
時
、
地
域
の
方
か
ら
は
﹃
圃ほ

場じ
ょ
う
整

備
を
せ
ず
に
地
元
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
？
﹄
と
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
」
と
初
代
委
員
長
の
河
野
精
一
郎

さ
ん
は
設
立
前
を
振
り
返
る
。

　
田
染
小
崎
で
は
、
昭
和
56
年
～
61
年
に

か
け
て
、
日
本
で
初
と
な
る
「
荘
園
村
落

遺
跡
調
査
」
が
実
施
さ
れ
、「
中
世
の
荘

園
時
代
の
田
園
風
景
が
残
っ
て
い
る
」「
歴

史
資
料
と
現
在
の
景
観
が
一
致
す
る
場
所

は
、
全
国
で
も
例
が
な
い
」
と
高
い
評
価

を
受
け
て
い
た
。

　
折
し
も
全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
た
圃
場

整
備
に
よ
り
、
地
形
は
大
き
く
改
変
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
人
の
営
み
や
歴

史
的
な
遺
跡
な
ど
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
時

代
だ
。

　
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む
農
村
で
、
圃

場
整
備
の
必
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
市
は

歴
史
的
価
値
が
高
い
田
染
荘
を
残
す
た
め

に
、平
成
11
年
に
圃
場
整
備
で
は
な
い
「
田

園
空
間
整
備
事
業
」
を
地
元
に
提
案
し
た
。

現
状
の
景
観
を
保
存
し
つ
つ
、
必
要
最
小

限
の
農
道
の
拡
張
や
、
水
路
の
改
修
、
拠

点
施
設
の
整
備
を
行
う
と
い
う
日
本
で
も

初
め
て
の
取
組
だ
。

　
当
時
、
精
一
郎
さ
ん
は
Ｕ
タ
ー
ン
で
地

元
に
戻
り
、
小
崎
の
区
長
に
な
っ
た
ば
か

り
。「
地
域
の
総
意
を
得
る
の
は
、
正
直
、

難
し
い
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
繰
り
返
し
市
の
説
明
を
聞
く
う
ち

に
、
前
向
き
な
話
が
で
き
そ
う
だ
と
考
え

始
め
ま
し
た
」

　
精
一
郎
さ
ん
は
、
少
し
で
も
地
域
の

方
々
の
不
安
を
取
り
除
こ
う
と
個
別
訪
問

に
回
っ
た
。「
当
時
の
水
路
は
、
す
で
に

老
朽
化
し
て
い
て
、
山
頂
の
池
か
ら
田
ま

で
水
を
引
く
の
に
時
間
も
か
か
る
し
、
十

分
な
水
量
も
確
保
で
き
ん
か
っ
た
。
そ
れ

ら
の
課
題
解
決
と
な
る
整
備
だ
と
い
う
こ

と
を
丁
寧
に
説
明
し
て
回
り
ま
し
た
」

　
平
成
11
年
8
月
、
小
崎
の
公
民
館
に
地

域
住
民
が
集
ま
っ
た
。
話
し
合
い
の
末
、

圃
場
整
備
で
は
な
く
、
景
観
を
保
存
し
、

そ
れ
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
決
定
。
翌
月
に
は
「
荘
園
の
里
推

進
委
員
会
」（
以
下
、
推
進
委
員
会
）
を

設
立
し
、
精
一
郎
さ
ん
が
初
代
委
員
長
に

就
任
し
た
。

荘
園
の
里
と
し
て
ス
タ
ー
ト

　
「
田
園
空
間
整
備
事
業
」
は
平
成
12
年

か
ら
19
年
ま
で
実
施
。
農
道
の
拡
張
や
水

路
の
入
替
の
ほ
か
、
現
在
活
動
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
「
ほ
た
る
の
館
」
も
こ
の
事

業
で
整
備
し
た
。

　
平
成
12
年
に
は
、
荘
園
領
主
制
度
を
ス

タ
ー
ト
。
水
田
の
一
口
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
お
礼
と
し
て
、
当
時
は

田
染
荘
で
と
れ
た
「
荘
園
米
」
に
、
カ
ボ

ス
や
シ
イ
タ
ケ
、工
芸
品
な
ど
を
加
え
送
っ

た
。
こ
の
地
域
を
守
る
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
あ
り
、
同
時
に
都
市
住
民
と
の
交
流

が
目
的
だ
。

　
「
田
染
荘
の
調
査
に
関
わ
っ
た
大
学
教

荘園の里推進委員会
初代委員長
河
こう
野
の
精
せい
一
いち
郎
ろう
さん（84歳）

拠点施設　「ほたるの館」

2019.12 4



授
な
ど
の
協
力
も
あ
り
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
精
一

郎
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
さ
ら
に
同
年
６
月
。
第
１
回
目
の
御
田

植
祭
（
田
植
え
交
流
会
）
を
開
催
。
中
世

の
衣
装
を
身
に
着
け
て
行
う
昔
な
が
ら
の

手
植
え
は
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

　
「
以
前
、
何
も
な
い
田
舎
と
茶
化
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
、
メ
デ
ィ

ア
の
お
か
げ
で
、
東
京
で
も
田
染
荘
が
知

ら
れ
て
い
る
。来
た
こ
と
も
な
い
人
が
知
っ

て
く
れ
る
こ
と
ほ
ど
、
あ
り
が
た
い
こ
と

は
な
い
。
本
当
に
良
か
っ
た
な
ぁ
と
。
こ

れ
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
笑
顔
の
精
一

郎
さ
ん
。

　
「
高
齢
化
で
人
口
も
減
る
中
で
、
地
元

出
身
者
に
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
ご
先
祖
を

守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
念
願
。

せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
築
い
て
き
た
も
の
を

今
後
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
力
強
く
話
し
た
。

【　年　表　】
昭和 56年～ 61年	 荘園村落遺跡調査
平成 11年 8月	 景観保存を決定
平成 11年 9月	 荘園の里推進委員会発足
平成 12年～ 19年	 田園空間整備事業
平成 19年～ 21年	 文化的景観保存調査
平成 20年	 	 皇太子殿下のご視察
平成 22年	 	 国の重要文化的景観に選定
	 	 	 地域づくり総務大臣表彰
	 	 	 大分県文化財愛護功労者表彰
平成 24年　	 	 プロジェクト未来遺産（日本
　　　　　　　　　　ユネスコ連盟）に認定　
平成 25年	 	 国東半島宇佐地域が世界農業
　　　　　　　　　　遺産に認定
平成 28年	 	 国の重要文化的景観　
	 	 	 	 	 追加選定
平成 30年	 	 国重要文化的景観「田染荘小
　　　　　　　　　　崎の農村景観」整備計画策定

特集  守り継ぐ決意から 20 年～荘園の里推進委員会～守り継ぐ決意から 20 年～荘園の里推進委員会～
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高
ま
る
文
化
的
価
値

　
平
成
18
年
に
２
代
目
の
委
員
長
に
就
任

し
た
河
野
繁
利
さ
ん
。
生
ま
れ
て
か
ら
91

年
間
ず
っ
と
田
染
小
崎
で
暮
ら
す
。

　
就
任
後
の
平
成
20
年
、
現
在
の
天
皇
陛

下
（
当
時
皇
太
子
殿
下
）
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
。

「
一
番
の
思
い
出
。
当
日
は
、
ほ
た
る
の

館
の
玄
関
前
で
﹃
田
染
荘
を
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
﹄
と
申
し
上
げ
た

ら
、
労
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
繁
利
さ
ん
は
満
面
の
笑
顔
。

　
ご
視
察
後
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ

ト
（
別
府
市
：
平
成
19
年
12
月
3
日
）
で

の
皇
太
子
殿
下
記
念
講
演
※
に
お
い
て
、

有
効
な
水
利
用
の
例
と
し
て
田
染
荘
の
田

越
灌
漑
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
さ
ら
に
平
成
22
年
。「
田
染
荘
小
崎
の

農
村
景
観
」
が
、
国
の
「
重
要
文
化
的
景

観
」
に
選
定
さ
れ
た
。
取
組
か
ら
11
年
を

迎
え
、
守
り
継
い
で
き
た
景
観
が
、
遂
に

国
宝
級
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
周
知
広
報
の
た
め
、
選
定
に
尽
力

い
た
だ
い
た
別
府
大
学
、
九
州
大
学
、
早

稲
田
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
順
次
開
催
。

「
九
州
大
学
で
は
、
荘
園
米
を
握
っ
た
＂
お

に
ぎ
り
＂
を
実
際
に
学
生
に
食
べ
て
も
ら

い
、
と
て
も
喜
ば
れ
た
。
こ
こ
は
土
地
が

荘園の里推進委員会
２代目委員長
河
こう
野
の
繁
しげ
利
とし
さん（91歳）▲天皇陛下（当時皇太子殿下）がご視察

▲早稲田大学でのシンポジウム

大
変
良
い
。
赤
土
質
で
石
も
な
く
、
ね
ば

り
が
あ
っ
て
美
味
し
い
お
米
が
と
れ
る
」

と
繁
利
さ
ん
は
誇
ら
し
げ
だ
。

　
評
価
さ
れ
た
の
は
景
観
だ
け
で
は
な
い
。

同
年
、
推
進
委
員
会
の
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
、「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」「
大

分
県
文
化
財
愛
護
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
。

さ
ら
に
、
平
成
24
年
に
は
、
そ
の
保
存
活

動
が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の｢

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産｣

に
登
録
さ
れ
る
な

ど
、
長
年
の
活
動
が
次
々
に
実
を
結
ん
だ
。

　
「
い
ろ
ん
な
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
本
当
に
う
れ
し
く
思
う
。
こ
う
し
た
評

価
を
糧
に
、
よ
り
一
層
こ
の
地
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
大
事
な
の
は
、

み
ん
な
で
ま
と
ま
っ
て
推
進
委
員
会
の
取

組
に
協
力
す
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
景
観

を
子
孫
に
残
し
て
い
き
た
い
」
と
繁
利
さ

ん
は
力
を
込
め
た
。

▲プロジェクト未来遺産登録証授与式

　地元産品を使った加工品や農家レス
トラン「荘園ほたる」を運営している。
　全て手作りで、協力し合って提供さ
れる品々は、どこか懐かしく優しい、
おふくろの味だ。
　女性部長の河野好子さんは、「この
20年間、先輩たちが『地域のために』
という想いで引き継いできたことを絶
やすわけにはいきません」と微笑む。

荘園の里推進委員会　女性部

※講演内容は宮内庁HP　（http://www.kunaicho.go.jp/okotoba/02/koen/koen-h19az-mizusummit.html）

（写真左）女性部長（写真左）女性部長

河河
こうこう
野野
のの
 好好
よしよし
子子
ここ

さんさん 2019.12 6



世
界
農
業
遺
産
認
定
と

　
　
次
世
代
へ
の
継
承

　
平
成
25
年
か
ら
、
現
在
ま
で
委
員
長
を

務
め
る
河
野
一
三
さ
ん
。
長
年
、
事
務
局

長
と
し
て
も
活
躍
し
て
き
た
。

　
就
任
直
後
の
平
成
25
年
5
月
、「
ク
ヌ

ギ
林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・

宇
佐
の
農
林
水
産
循
環
」
が
国
連
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ
り
「
世
界
農
業

遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。

　
「
こ
れ
は
い
よ
い
よ
、
私
た
ち
の
代
で

無
く
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
平
安
末
期

か
ら
何
代
に
も
渡
っ
て
守
っ
て
き
た
も
の

を
途
切
れ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
当
時
の
思
い
を
振
り
返
る
一
三
さ
ん
。

　
世
界
農
業
遺
産
認
定
に
よ
り
、
荘
園
領

主
も
大
幅
に
増
加
。「
私
に
と
っ
て
田
染

荘
は
体
の
一
部
。
１
０
０
人
を
超
え
る
荘

園
領
主
も
名
前
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

領
主
の
協
力
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
私

た
ち
の
活
動
に
と
っ
て
大
切
な
制
度
で
す
」

　
荘
園
領
主
に
は
、
荘
園
米
を
送
る
だ
け

で
は
な
く
、
御
田
植
祭
や
収
穫
祭
に
招
待

し
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
「
お
互
い
（
地
元
と
領
主
）
が
、
毎
年

の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
県
外

か
ら
訪
れ
る
方
は
﹃
家
族
で
一
日
過
ご
す

の
は
コ
コ
し
か
な
い
﹄
と
言
っ
て
く
れ
る
。

都
会
育
ち
の
方
に
と
っ
て
田
舎
で
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
時
間
が
貴
重
な
ん
で
し
ょ
う
な
」

　
こ
う
し
た
行
事
は
、
荘
園
領
主
を
は
じ

め
、
多
く
の
学
生
や
留
学
生
、
地
元
の
子

ど
も
達
な
ど
、
次
世
代
へ
の
継
承
の
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。

20
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、「
行
政

や
大
学
の
協
力
、
地
元
の
方
々
の
努
力
は

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。
ま
た
、
女
性

部
は
加
工
品
を
作
っ
た
り
、
一
生
懸
命
活

動
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
に
感
心

す
る
ば
か
り
」
と
一
三
さ
ん
。

　
一
方
で
、
今
後
の
課
題
も
あ
る
。
多
く

の
農
村
の
例
に
漏
れ
ず
、
田
染
小
崎
地
区

で
も
高
齢
化
・
過
疎
化
は
深
刻
な
問
題
だ
。

　
「
担
い
手
が
い
な
い
。
そ
れ
が
一
番
大

き
な
問
題
。
何
か
し
よ
う
と
す
れ
ば
人
手

が
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
景

観
を
守
る
た
め
の
広
大
な
畦
の
草
刈
り
も

ひ
と
つ
。
今
は
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
が
、み
ん
な
高
齢
に
な
っ
て
、そ
う
い
っ

た
作
業
も
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
」

と
一
三
さ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
田
染
荘
小
崎
の
景
観
を
守

り
継
ぐ
決
意
は
固
い
。

　
「
全
国
の
地
方
に
行
け
ば
、
ど
こ
に
で

も
田
や
山
と
い
っ
た
見
慣
れ
た
景
色
が
広

が
っ
て
い
る
。
で
も
、
こ
の
田
染
荘
小
崎

に
は
、
１
、０
０
０
年
も
の
歴
史
や
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
る
。﹃
こ
れ
を
絶
対
に
次
の
世

代
に
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
﹄
と
、
こ
の

20
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い
、
若

い
事
務
局
長
や
副
委
員
長
が
し
っ
か
り
し

て
お
り
心
強
い
。
ま
た
最
近
は
、
孫
が
行

事
の
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
。

ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
よ
」
と
目
を
輝
か

せ
て
語
っ
た
。

荘園の里推進委員会
現委員長
河
こう
野
の
一
かず
三
み
さん（83歳）

荘園の里推進委員会
事務局長
藏
くら
本
もと
 　学

まなぶ
さん（40歳）

▲中学校での世界農業遺産授業

▲シイタケのほだ場視察

　本業や子育てもあり大変ですが、市の移住支援もあり若い子育て世代の移住
者が増加したこと、世界農業遺産認定後に海外からの視察や御田植祭・収穫祭
の参加者が増えたこと、荘園マルシェなどの新規イベントが定着したことはう
れしいです。
　荘園米、マコモダケなどの特産品、日本の原風景
ともいうべき景観などの田染荘の魅力をさらに多く
の方に知っていただけるよう地域の皆さんとともに
引き続き頑張っていきたいと考えています。

次世代を担う若手の声

特集  守り継ぐ決意から 20 年～荘園の里推進委員会～

	(2011年に田染小崎地区に移住)
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※本特集は、ケーブルテレビとの連動企画です。市民チャンネルの週刊ニュースで、12月 4日から
24日まで放送されますので、併せてご覧ください。（放送日程は都合により変更することがあります）

別府大学

飯
いい
沼
ぬま
賢
けん
司
じ
　学長

（田染荘収穫祭にて）

　田染荘には、村落遺跡調査が始まって 40年近い
歴史があります。その中で御田植祭や収穫祭など、
人々がこれだけ集まるようなところまでになったと
いうのは、非常に感慨深く思っています。
　ただ、今度は若い人たちに、この文化的遺産をど
う伝えるかということ、そして「村落の維持」とい
うところも、課題としてありますね。村落が持続し
なければこの景観も続かないわけですから。
　そういった課題を乗り越えて、これからも田染荘
を残していけるよう、がんばっていってほしいと
思っています。

後
世
へ
引
き
継
ぐ
〝
決
意
〞

　
間
戸
耶
馬
と
呼
ば
れ
る
岩
峰
を
10
分
ほ
ど

登
る
と
、
夕
日
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
道
中
の
展
望
所
か
ら
は
、
四
季
折
々
の
美

し
い
田
染
荘
小
崎
の
景
観
が
一
望
で
き
る
。

写
真
愛
好
家
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
眼
下
に
広
が
る
農
村
景
観
は
、
中
世
か
ら

脈
々
と
続
く
人
間
と
自
然
と
の
共
生
の
歴
史

を
、
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
訪
れ
た
多
く
の
人
々
に
、
安
ら
ぎ

や
懐
か
し
さ
、
感
動
を
も
た
ら
し
魅
了
す
る
。

　
そ
こ
に
は
、
世
界
に
誇
る
「
宝
」
を
守
り

継
ご
う
と
、
大
き
な
決
断
を
し
た
地
元
の

方
々
の
情
熱
と
、20
年
間
の
努
力
が
あ
っ
た
。

こ
の
景
観
を
後
世
ま
で
守
り
継
ぐ
ー
。

　
国
境
を
越
え
て
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
す

る
＂
荘
園
の
里
＂
と
な
っ
た
今
、
故
郷
へ
の

愛
情
と
誇
り
を
胸
に
、
そ
の
＂
決
意
＂
は
後

世
へ
と
引
き
継
が
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ス ペ シ ャ ル イ ン タ ビ ュ ー
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特集 守り継ぐ決意から 20 年～荘園と里推進委員会～

で
か
け
よ
う

◇６月

　　ほたるの夕べ＆夜店
　　（上中旬の土日 )　　　　

　　御田植祭＆荘園マルシェ
　　( 田植交流会、第二日曜 )

◇９月

　　案山子コンクール
　　（たしぶ活・活との協働）

◇１０月

　　収穫祭＆荘園マルシェ
　　（稲刈り交流会、  第二日曜 )

◇１１月

　　献穀祭（宇佐神宮に「荘園米」を奉納）

◇１１月～２月

　　千年のきらめき
　　（イルミネーション）

味処荘園ほたる 年間行事

●第１・３週の金・土曜日　11時～ 13時
・ピザランチの販売
　（荘園ピザ（和風・マルゲリータ風）、荘園カレー、

　加工品（シイタケ、マコモダケ等））

●要予約
・ピザ作り体験　9 時～ 12 時（7 日前までに要予約）

・お弁当（3 日前までに要予約）

・荘園の恵み御膳
　（1 名様 1500 円で 10 名様から・3 日前までに要予約）

●予約先
☎０９７８－２６－２５２５
　( 荘園の里推進委員会女性部 )(9 時～ 16 時 )

※営業日以外は荘園の里事務局へ転送設定

田 染 荘田 染 荘
小 崎小 崎

●「荘園の里　公式サイト」
http://tashibunoshou.blogspot.jp
●Facebook ページ
https://www.facebook.com/hotarunoyakata/
●インスタグラムアカウント
@tashibunoshouen

情報発信中！！是非ご覧ください

2019.129



田染荘小崎
　　　　　　　の特産品
田染荘小崎
　　　　　　　の特産品

荘 園 米 マコモダケ

　景観保全への賛助、農村と都市との交流
促進による相互の活動の活性化を目的とし
た水田オーナー制度です。
①荘園領主型（年会費 3 万円。送料込。荘
　園米 50 ㎏を最大 5 回まで分割発送。御
　田植祭・収穫祭・献穀祭へご招待。芳名
　板への掲示。3 年、7 年、10 年継続特典
　あり）
②産直型 ( 米代 24,000 円 + 送料。荘園米
　60 ㎏を偶数月に 10 ㎏ずつ発送 )

〒879-0854
豊後高田市田染小崎 2097－1
　荘園の里推進委員会事務局
　電  話：２６－２１６８
　（対応時間：９時～１６時）
　ＦＡＸ：２５－５６７０
　メールアドレス：
　tashibunoshou@gmail.com

募集元・申込み先

≪美しく清らかな水と土壌≫
　深い山より注がれる清らかな美味しい水は、
千年の時を刻む水田を満たし、米作りに適した
赤土により、米にうまみと粘りが増します。
≪安心安全な米作りと品質管理≫
　県の慣行基準の 5 割以下の減農薬、減化学肥
料栽培により、安全で安心な米作りを行ってい
ます。

　市内では小崎地区だけで生産されているマコ
モダケは、日本最古の書物「古事記」にも記さ
れる、食物繊維やカリウ
ムを多く含む健康食材。
　アスパラガスとタケノ
コを合わせたような食感
が特徴で、秋のごく短期
間しか収穫できない希少
な品です。

世界農業遺産の郷 田染荘

2019 2020
11.2㈯

▲

2.14㈯
2019 2020
11.2㈯

▲

2.14㈮

●日没から約３時間点灯

問農業ブランド推進課☎２５－６２４３問農業ブランド推進課☎２５－６２４３

2019.12 10
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叙
勲
・
褒
章
・
表
彰

叙
勲
・
褒
章
・
表
彰

叙
勲
・
褒
章
・
表
彰

叙
勲
・
褒
章
・
表
彰

叙
勲
・
褒
章
・
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

祝
　
祝
　
秋
の
褒
章

秋
の
褒
章

秋
の
褒
章

秋
の
褒
章

秋
の
褒
章

（
公
社
）
大
日
本
農
会
　

（
公
社
）
大
日
本
農
会
　
農
事
功
績
者
表
彰

農
事
功
績
者
表
彰

祝
　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

祝
　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

黄
綬
褒
章
（
業
務
精
励
（
農
業
））

緑
白
綬
有
功
章
（
農
事
功
労
者
）

瑞
宝
単
光
章
（
海
上
保
安
功
労
）

元　
㈲
北
崎
農
園　
代
表
取
締
役

元　
海
上
保
安
官

北き
た

﨑ざ
き

安や
す

行ゆ
き　

さ
ん

小こ

西に
し

博ひ
ろ

明あ
き　

さ
ん

　

四
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
に
携
わ
り
、
七

草
等
の
生
産
に
精
励
し
、
関
係
団
体
の
要
職
を
務
め

る
な
ど
、
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　

私
個
人
の
章
で
は
な
く
、
支
え
て
く
れ
た
地
域
の

方
々
と
共
に
い
た
だ
け
た
も
の
と
、
感
謝
の
気
持
ち

で
す
。

　

三
十
三
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
海
上
保
安
官
と
し

て
国
民
の
生
命
と
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　

今
後
も
微
力
な
が
ら
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

「
心
・
技
・
体
」
が
続
く
限
り
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

祝
　
祝
　
大
分
県
功
労
者
表
彰

大
分
県
功
労
者
表
彰

地
方
自
治
功
労

現　
新
町
５
自
治
委
員

大お
お

江え

剛こ
う

二じ

郎ろ
う　

さ
ん

　
二
十
一
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
自
治
委
員
と
し
て
地
域
行

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

祝
　
祝
　
大
分
県
教
育
功
労
者
表
彰

大
分
県
教
育
功
労
者
表
彰

学

校

教

育

現　
高
田
高
校　
校
長

佐さ

藤と
う

晃あ
き

洋ひ
ろ　

さ
ん

　
三
十
四
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　
生
徒
、
保
護
者
、
先
生
や
地
域
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
方

の
支
え
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
残
り
の
教
員
生
活
は
、
生
徒
た
ち
が
様
々
な
体
験
が
で
き

る
よ
う
に
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

祝
　
祝
　
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

防
犯
栄
誉
銅
章

現　
少
年
指
導
委
員

伊い

東と
う

泰た
い

三ぞ
う　
さ
ん

　
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
少
年
指
導
委
員
と
し
て
、
ま

た
、
呉
崎
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

地
域
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

　
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。

　
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
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■
六
郷
満
山
の
峯
入
り
と
は

　
国
東
半
島
を
一
周
す
る
約
１
６
０
㎞	
も
の
道
の

り
を
進
む
修
行
で
、
古
く
は
斉
衡
２(

８
５
５)

年

に
行
わ
れ
た
峯
入
り
の
記
録
が
残
る
こ
と
か
ら
、

日
本
最
古
の
回
峰
行
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
峯
入
り
の
ル
ー
ト
を
示
す
史
資

料
も
残
っ
て
お
り
、
そ
の
頃
に
は
１
８
３
个
所
も

の
霊
場
を
巡
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
事
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
戦
後
に
復
興
さ
れ
た
峯
入
り
は
、
多

く
の
僧
侶
が
集
団
で
国
東
半
島
の
霊
場
を
巡
り
、

里
人
へ
の
御
加
持
を
行
い
ま
す
。

■
選
定
さ
れ
た
ル
ー
ト

　
今
回
は
峯
入
り
の
道
の
内
、
往
時
の
状
態
が
保

存
さ
れ
て
い
る
本
市
と
宇
佐
市
、
国
東
市
に
ま
た

峯入りの様子峯入りの様子

中山仙境の道（馬の背）中山仙境の道（馬の背）

が
る
約　
㎞	
の
区
間
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

で
は
無
明
橋
が
有
名
な
天
念
寺
耶
馬
の
付
近
や
、

夷
谷
の
中
央
に
聳そ
び
え
る
中
山
仙
境
が
選
定
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
取
り
組
み

　
今
後
は
道
に
関
す
る
歴
史
的
要
素
の
調
査
や
、

道
の
状
態
の
調
査
を
行
い
、
保
存
・
継
承
の
た
め

の
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
峯
入
り
の
道
は
、
国
東
半
島
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
で
も
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
危
険
な

箇
所
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

の
コ
ー
ス
・
ル
ー
ル
を
守
り
、
し
っ
か
り
と
し
た

装
備
で
体
験
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
問
文
化
財
室　
☎
５
３
ー
５
１
１
２

2019.12 12

歴
史
の
道
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
！

歴
史
の
道
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
！

歴
史
の
道
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
！

歴
史
の
道
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
！

歴
史
の
道
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
！

「
六
郷
満
山
の
峯
入
り
の
道
」

「
六
郷
満
山
の
峯
入
り
の
道
」

10
月
29
日
、
六
郷
満
山
の
僧
侶
達
が
国
東
半
島
の
山
々
を
め
ぐ
る
峯
入
り
の
道
が
、
文
化
庁
が
選
定
す
る

「
歴
史
の
道
百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
歴
史
の
道
百
選
」
は
、
歴
史
的
な
街
道
・
参
詣
道
・
運
河
な
ど
を
選
定
し
、
日
本
各
地
の
文
化
・
歴
史

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
信
仰
の
道
」
の
カ
テ
ゴ
リ
で

は
、
複
数
の
地
域
に
ま
た
が
る
規
模
が
条
件
と
さ
れ
、
九
州
で
も
唯
一
の
選
定
に
な
り
ま
す
。

20
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年金生活者支援給付金

　豊後高田市プレミアム付商品券

請求は年内に！

ぜひ申請を！
　消費税引き上げによる影響を緩和するため、大変お得な商品券を販売しています。

５千円分の商品券を４千円で購入可（最高５回まで）
　対象となる可能性のある方には申請書を送付していますので、是非申請してください。
■対象者　 2019年度分の住民税（均等割）が課税されていない方
　　　　　　（申請していない方には11月中旬以降に再度申請書を送付しています）
■申請方法　申請書に必要事項を記入・押印し、同封の返信用封筒で郵送するか、下記へ提出してください。
　　　　　　要件を満たせば、後日、購入引換券を送付しますので、下記の場所で購入してください。
■申請書提出先　社会福祉課、地域総務一課、地域総務二課
■申請期限　令和２年１月31日（金）
■購入場所　豊後高田商工会議所、西国東商工会本所（真玉）・香々地支所
　　　　　　平日（月～金）9：00～16：00　※祝祭日を除く
　　　　　　※１２月は以下の日程で日曜日（9：00～15：00）に購入　
　　　　　　できます。
　　　　　　

▲

豊後高田商工会議所　１５日（日）・２２日（日）
　　　　　　

▲

西国東商工会本所（真玉）　１５日（日）　

▲

香々地支所　２２日（日）
　　　　　　※移動手段がない等、上記の購入場所での購入が困難な方は、12月10日（火）までに下記
　　　　　　　までご相談ください。
■商品券の使用期限　令和２年３月15日（日）
※市内約２５０店舗で利用できます。詳しくは市ＨＰ→

　公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして
給付金を支給します。
　対象となる方には、すでに日本年金機構から請求手続きの案内が届いています。
　同封のハガキ（給付金請求書）に必要事項を記入し、切手を貼って直接郵送してください。

●日本年金機構に12月中に請求※すれば
令和元年10月分まで遡って支給されます（特例）

　		※12月中に、日本年金機構が請求書を受理することが条件です。
●令和２年1月以降は、請求した月の翌月分から支給されます

問給付金専用ダイヤル　☎0570-05-4092（ナビダイヤル）　別府年金事務所　☎0977-22-5111

日本年金機構から給付金請求
書などが郵送される

給付金請求書（ハガキ）に氏名など
を記入

切手を貼って投函する

手
続
き
の
流
れ

➡ ➡

情報情報ヘッドラインヘッドライン
BUNGOTAKADA

見 本見 本

こ
こ

に注目

問社会福祉課　☎２５－６１７８
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情報情報ヘッドラインヘッドライン
BUNGOTAKADA

固定資産税に係るお知らせ

12 月は市税等の「納税促進月間」です
納期限内の納付をお願いします

①固定資産税の各種届出をお忘れなく

　令和２年度固定資産税は、令和２年１月１日時
点の所有者に課税されます。
■届出対象者
　・倉庫などを建築した方　　
　・家屋の増築をした方　　
　・未登記の家屋を取得した方
　・家屋を取り壊した方　
　・土地を用途変更（例：田を畑に変更）した方
　※所有者が亡くなり、相続が発生したときは「相
　　続人代表者指定届」を提出してください。
■提出先　税務課、地域総務一課、地域総務二課
■届出期限　令和２年１月31日（金）

③登記情報の閲覧方法が変わります

　令和２年１月より、登記情報の確認は、窓口での閲覧申請と手数料の支払いが必要となります。電話で
の問い合わせには応じることができません。

　市税等は、福祉、教育、防災などをはじめ、暮らしを支える大切な財源の一つです。納税の公平性と自
主財源の確保を図るため、今月は職員が自宅に伺うなど、滞納をなくす取り組みを重点的に行います。

【納税は口座振替がお勧めです】

　口座振替での納税は、納め忘れや、お支払いの
手間も省くことができます。市役所各庁舎や市内
の金融機関で手続きができます。

問税務課　☎２５－６１８２

問税務課　☎２５－６１８２

②償却資産の申告をお願いします

■対象者　工場や商店などを経営している方、農
業を営んでいる方などで、令和２年１月１日現在、
その事業に使用する機械や器具・備品といった償
却資産(製造機械や農機具、太陽光発電設備など)
を保有している、または貸出を行っている方。
■申告期限　令和２年１月31日（金）
　※昨年申告を行った方には、申告用紙を送付し
　　ますが、新たに申告する方は、下記へご連絡
　　ください。
【償却資産調査の取組強化について】
　県と連携し、実地調査にお伺いして帳簿書類等
の提出をお願いする場合があります。ご協力をお
願いします。

【重点的に財産の差押を実施します】

　税金の滞納をしている方で、納税の相談もなく、
また、督促・催告などに応じない場合は、預貯金、
給与・年金、不動産、動産（捜索）などの差押を
重点的に実施します。

差
し
押
さ
え
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給与支払報告書・法定調書の提出期限は
令和２年１月 31 日（金）です

【給与支払報告書】

　所得税の源泉徴収義務が
ある事業主（給与支払者）
は、法人・個人を問わず、
令和元年中に従業員に支
払った（支払いの確定した）
給与について給与支払報告
書（総括表及び個人別明細書）の提出が必要です。
　給与支払額の多少にかかわらず、すべての従業
員の給与支払報告書を作成し、従業員の令和2年
1月1日現在における住所地の市区町村に提出し
てください。
※給与支払報告書関係書類にはマイナンバーの記
　載が義務付けられています。

【法定調書】

　給与、報酬、不動産の使用料
等を支払った場合には、源泉徴
収票や支払調書等の法定調書を
期限までに税務署に提出してく
ださい。
　なお、法定調書の提出義務者（支払者）は、原
則として金銭等の支払いを受ける方の氏名及び支
払者等のマイナンバー又は法人番号を記載する必
要があります。
問︻給与支払報告書】税務課☎２５－６１８２
　【法定調書】宇佐税務署（※自動音声案内）
　☎０９７８－３２－０３６０

　年末年始は、何かと贈り物をする機会が多いシーズンですが、選挙の有無に関わらず、政治家（立
候補予定者を含む）が選挙区内の人にお金や物を贈ったり、有権者が求めたりすることは法律で禁止
されています。

政治家の寄付は禁止です！　～有権者が求めることも禁止です～

みんなで徹底しよう！三ない運動
贈らない！求めない！受け取らない！

入学祝・卒業祝

お祭りへの
寄付や差入

お歳暮や
お年賀

秘書等が代理で秘書等が代理で
出席する場合の出席する場合の
結婚祝		結婚祝		

秘書等が代理で秘書等が代理で
出席する場合の出席する場合の
葬式の香典葬式の香典

問選挙管理委員会　☎２５－６４５１

病気見舞い

落成式・開店祝落成式・開店祝
の花輪の花輪

町内会の集会や町内会の集会や
旅行などの催物旅行などの催物
への寸志や飲食への寸志や飲食
物の差入物の差入

地域の運動会や地域の運動会や
スポーツ大会へスポーツ大会へ
の飲食物の差入の飲食物の差入

　所得税の源泉徴収義務が

葬式の花輪葬式の花輪
・供花		・供花		
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Check
市内で働くあなたを応援！
奨学金の返済を支援します！
　市内で働きながら奨学金を返済中の方を対象に、
前年の返済額に応じて補助金を支給します。
※昨年手続きした方も、改
　めて申請が必要です。
※申請について詳しくは市
　ホームページをご覧くだ
　さい。
■主な補助要件
　・平成29年10月1日以降の就職者で市内企業
　　に正規雇用され勤務していること。
　・次のいずれかの学歴を有し就職時の年齢が30
　　歳以下であること。
　　①４年制の大学又は短期大学、大分県立の大
　　　学校、専修学校専門課程を卒業
　　②大分県内の高等学校（特別支援学校の高等
　　　部を含む）、高等専門学校、専修学校高等
　　　課程を卒業
　・上記在学中に貸与を受けた奨学金等を自身で
　　返済中であること。
　・申請時に市内に住所を有し、現に居住してい
　　ること。
　・他の奨学金返済支援制度を利用していないこと。
■対象となる奨学金等
　・日本学生支援機構の奨学金
　・（公財）大分県奨学会が貸与する奨学金
　・国、県が所管する教育機関で修学するための
　　貸付資金
■対象期間
　2019年1月～12月
■補助の内容
　対象期間中に返済した奨学金の半額を支給。（繰
上や一括返済は対象外）
　・上限額100万円　・最長60月分
　※補助金は年単位で認定しますので、上限に達
　　するまでは毎年同時期に手続きが必要になり
　　ます。
■申請受付期間
　令和2年1月6日（月）～2月28日（金）
問商工観光課　☎２５－６２１９

Check
市議会の生中継（予定）
　12月定例会は、12月４日（水）から19日（木）ま
での16日間の予定です。本会議の模様は、当日
の生中継と、後日の録画放送でご覧いただけます。
■生中継

日　　時 主な内容

12月	４日㈬10時～ 開会日（会期の決定、
市長提案理由説明）

12月10日㈫10時～ 議案質疑
12月11日㈬10時～ 一般質問

12月12日㈭10時～
一般質問
（質問人数により休会
となる場合がありま
す。）

12月19日㈭10時～ 閉会日
■録画放送（予定）

日　　時 主な内容
12月22日㈰９時～ 開会日、議案質疑
12月29日㈰９時～ 一般質問、閉会日

問議会事務局　☎２５－６４５０

Check
粟嶋公園の飲食施設の
運営者を募集！
　「粟嶋公園」にある「カ
フェ兼販売所」を運営し、
地域の活性化に貢献して
いただける方（個人、企業、
団体等）を募集します。
■公募参加手続き
・受付期間12月１日（日）
　～12月20日（金）
・提出書類　営業計画書ほか
※詳細については、市ホームページをご覧ください。
　なお、現在の「カフェ＆キッチン結」は、令和２
　年１月19日（日）まで営業の予定です。
■委託期間　１年ごとの更新制
問豊後高田市観光まちづくり（株）
　☎２３－１８６０
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CheckCheck

Check

農業用廃プラスチック収集について水道管の防寒対策（凍結予防）について

公共施設予約確認システムを
リニューアルしました！

　廃プラスチックの野焼きや不法投棄等、不適切
な処理は法律で禁止されています。
　下記日程でそれぞれ分別、梱包して持ち込んで
ください。
■収集する廃プラスチック
　ポリフィルム、塩化ビニール（主にマルチ資材や
ハウス被覆資材）、ポリポット、セルトレー、育苗
箱、潅水チューブ、肥料袋、寒冷紗、牧草用ストレッ
チフィルム、農薬希釈タンク（200Lまで）、畦シー
ト（アゼナミ）等
■日時　12月22日（日）9時～16時
■場所　大分県農業協同組合　北部事業部
　　　　営農センター西側空地
■料金　40円/kg
■注意事項
・「農業用廃プラスチック回収チケット」と「収集
　に関するパンフレット」を農協各支店に置いて
　います。必ず事前にご確認ください。
・農薬の空き容器は2月の廃農薬の収集時に持ち
　込んでください。
問大分県農業協同組合　北部事業部　経済課
　豊後高田グリーンセンター　☎２２－０３０３

　寒波による凍結は、水道管の破裂やメーターの
破損、漏水の原因となります。
　寒波が予想されるときは、各家庭において凍結
防止の対策を行ってください。
■凍結の予防方法
　露出した水道管に保
温材（布・毛布など）を
巻き、その上からビニー
ルテープなどを巻いて
保温材が濡れないよう
にします。
■もしも凍ってしまった場合
　水道管にタオルをかぶせ、その上からゆっくり
とぬるま湯をかけて溶かしてください。
※熱湯をかけると破裂する恐れがあります。
■漏水の調べ方
　すべての蛇口を閉めて、メーターのパイロット（下
図）を確認してください。
　水を使用していないのにパイロットが回ってい
れば、漏水の可能性があります。

■水道管やメーターが破損した場合
　市が指定している給水装置工事事業者へ修理を
依頼してください。
問上下水道課　☎２５－６２１７

　市の公共施設（体育施設・学校体育館・公民館施設）
の予約状況が確認できるシステムをリニューアル
しました。ぜひご活用ください。
　なお、予約の方法はこれまでと変更ありません。

市ホームページから　施設予約

問教育総務課☎５３ー５１１２
問中央公民館☎２４－２２７７

★シリーズ食品ロス（全3回）★シリーズ食品ロス（全3回）

～第2回～～第2回～
買い物のときに気を付けること‼買い物のときに気を付けること‼

買いすぎを防ぐため、 買い物前に冷蔵庫

の中身を確認し、 必要なものだけを必要な

分だけ買うようにしてほしいのう。 また、 す

ぐに食べるものは、 陳列棚の『手前』からとっ

て買うことも、 今日からできる

立派な食品ロス防止の取り組み

じゃぞい‼

問環境課　☎2５－６２１８

『環境ワンポイント』♪『環境ワンポイント』♪

パイロット

エコビー博士のエコビー博士の
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エコビー博士の『環境ワンポイエコビー博士の『環境ワンポイ
ント』♪ント』♪

Check
第６回　身近なじんけん講座
　さまざまな人権問題を暮らしの中の身近な問題
として学ぶ連続講座です。
■日　時　12月19日（木）19：00～20：30
■テーマ　「地域を活かす」
■講　師　吉田　日出子　氏
　　　　　（地域ボランティア「沖代すずめ」代表）
■会　場　中央公民館　大研修室
■受講料　無料
■申込方法
　電話またはＦＡＸで住所､ 氏名､ 連絡先をご連
絡ください。
問教育総務課
☎５３－５１１２　FAX	５３－４７３１

CheckCheck
「使用済みインクカートリッジ」の
回収にご協力ください

12 月 3 日～ 9 日は「障害者週間」

　下記メーカーが家庭用の使
用済みインクカートリッジを
共同で回収し、リサイクルし
ています。
　右の専用回収箱に入れま
しょう。
■回収対象
　下記メーカーの純正品。

※インクジェットプリンター
以外のもの（トナーカートリッジ等）は対象外です。
■回収箱設置場所
　・市役所各庁舎（高田・真玉・香々地）正面入口
　・中央公民館入口
　・健康交流センター花いろ　温泉棟入口
問環境課　☎２５－６２１８

　障がい者の福祉についての関心と理解を深める
とともに、障がい者が社会、経済、文化その他あ
らゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高め
るために、障害者基本法で定められた週間です。
障がいについて理解を深め、共に支え合い、共に
生きる社会をつくりましょう。

障害者週間に合わせ、支援制度を紹介します
　制度への理解と支援の必要な方への配慮をお願
いします。
■大分あったか・はーと駐車場利用証制度
　車いすマーク駐車場の適正利用のため、県が共
通の利用証を交付する制度です。

【交付対象者】
・障がい、高齢、難病などにより歩行が困難な方
・妊産婦、けが等により一時的に歩行が困難な方
※ただし、交付対象基準があります。

【申請・交付場所】
市内では…北部保健所高田保健部　☎22-3165
※申請書は、社会福祉課、子育て支援課にもあり
　ます。

■ヘルプカード
　「ヘルプカード」は内部障がいや難病など、外見
ではわからない障がい等のある方が、周囲に援助
や配慮を求める際に利用します。

【対象者】援助や配慮を必要としている方
【配布場所】社会福祉課、地域総務一課、地域総務
　　　　　	二課

問社会福祉課　☎２５－６１７８

一人ひとりの
ゆずりあい・
思いやりの心
が大切です！

困った様子を
見かけたら、
声をかけま
しょう！
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　新年を祝う伝統行事“ホーランエンヤ”（県選択無
形民俗文化財）。
　ぜひ、新年の福をつかみにご家族・ご友人お誘
いあわせの上、お越しください。

■場所　桂川（磯町～御玉橋）

１１月月１２１２日（日）日（日）令和２年

問ゆうどき市実行委員会事務局☎090-4772-2359（小池）

＜拡大版＞昭和の町ゆうどき市 
 ～ありがとう！大分銀行跡地～

豊後高田少年少女合唱団

　大分銀行跡地は３月から新拠点整備の工事に入るため、ここで「ゆうどき市」
ができるのも今回が最後。感謝の気持ちを込めて昭和の町のお店が一挙に楽
しめるイベントを開催します。
■日時 12月７日（土）17：00～20：00	※少雨決行
■場所　大分銀行跡地　
■内容　仮装コンテスト、バンド演奏、駄菓子＆餅まき等

　「おぼろ月夜」や「冬景色」といった日本の歌メドレーや、合唱
ミュージカル「ビリーの木」など、楽しい歌をたくさんお届けし
ます。是非、ご来場ください。
■日　時 12月22日(日)13：30開演（13：00開場）
■場　所　健康交流センター花いろ　軽スポーツルーム
■入場料 無料

第18回第18回 定期演奏会

問学校教育課　☎５３－５１１２

問商工観光課　☎２５－６２１９

ホーランエンヤ～宝来船に乗って福が来る！～

問市民グループ「ヒトむすび」事務局（「えほん月波や」内）☎２５－６３３４

難病がくれた宝物　～落水陽介氏 講演会～
　2013年にPLSを発症。4年経った今、歩くのは困難になり、快活だった話しぶり
はかなりゆっくりに。それでも夢を持ち、電動車いすに乗って、積極的に講演やボラ
ンティア活動に出かけている。そこには応援してくれる人たちとの出会いがあった。
■日時　令和２年1月11日（土）　■場所　中央公民館大ホール
　　　　14：00～16：00（13：30開場）
■入場料　小中高校生：無料　　一般：500円
■同時開催　藤原	蓮美	氏（地域おこし協力隊）「毎日のSDGs（持続可能な開発目標）」
■後援　市、市教育委員会

１０：００頃　磯町出船
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問市立図書館　☎２５－５１１５

　図書館職員が選びぬいた３冊の本が入った「図書館福袋」を、乳幼児から一般向けに分
けてご用意し、貸し出します。

■日　時 12月15日（日）13:30～14:00（おはなし会）
　　　　　　　　　　　　14:00～15:30（リース作り）
■場　所　市立図書館　おはなしの部屋（おはなし会）　
　　　　　　　　　　	　集会室（リース作り）
■定　員　50名（リース作りは12月９日（月）までに
　　　　　事前申し込みが必要）
　　　　　小学１年生～２年生は保護者同伴
■参加料　無料　
■申込方法　図書館カウンターまたは電話

■日時 令和２年１月４日（土）9：00～
　　　　※１枚の利用者カードで１袋までの貸出。無くなり次第終了です。
■場所　市立図書館

　図書館職員が選びぬいた３冊の本が入った「図書館福袋」を、乳幼児から一般向けに分
けてご用意し、貸し出します。
■■日時
　　　　※１枚の利用者カードで１袋までの貸出。無くなり次第終了です。
■■場所

12

■チケットは各回とも当日券のみとし、上映開始１時間前から販売いたします。
問玉津東天紅　☎２５－４４３３

 (C)2019「新聞記者」フィルムパートナーズ

　恒例のクリスマスコンサートを今年
も開催します！一緒に楽しい時間を過
ごしましょう！
■日　時 12月22日（日）
　　　　　17：30～19：00
■場　所　市立図書館　ロビー
■定　員　60名
■参加料　無料　
■申込方法　図書館カウンター
　　　　　　または電話

　楽しいおはなしを聞いた後は、素敵な自分だけのオリ
ジナルリースを作りましょう！（どちらかのみの参加も
大歓迎です）

クリスマスおはなし会
＆クリスマスリース作り

「図書館
クリスマスコンサート」

年始はぜひ図書館に！年に一度の運試し !!「図書館福袋」

『風をつかまえた少年』
（2018年／113分）

『新聞記者』
（2019年／113分）(C)2018 BOY WHO LTD / BRITISH BROADCASTING CORPORATION 

/ THE BRITISH FILM INSTITUTE / PARTICIPANT MEDIA, LLC

　当時、人口の2％しか
電気を使うことができず、
世界でもっとも貧しい国
のひとつと言われるアフ
リカのマラウイ。
　少年が風車で自家発電
に成功した実話を収め、
世界各国で出版されたノ
ンフィクションを映画化。

●期間 12月10日（火）～15日（日）　　
　　　　１０：００～／１３：３０～
●出演　ﾏｯｸｽｳｪﾙ･ｼﾝﾊﾞ、ｷｳｪﾃﾙ･ｲｼﾞｮﾌｫｰ、
　　　　ｱｲｻ･ﾏｲｶﾞ 　他　

　権力とメディアの裏側を
描く、孤高のサスペンス・
エンタテインメント！
　東京新聞記者・望月衣塑
子の同名ベストセラーを原
案に、若き新聞記者とエ
リート官僚の対峙と葛藤を
オリジナルストーリーで描
き出す。

●期間 12月20日（金）～25日（水）　　　
　　　１０：００～／１３：３０～
●出演　松坂桃李、ｼﾑ・ｳﾝｷﾞｮﾝ、本田翼、
　　　　岡山天音、宮野陽名、田中哲司　他

文部科学省選定作品
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保育園・認定こども園への
入園申込みについて入園申込みについて

問子育て支援課　☎２２ －３１００

市内・外問わず、新たに入園を希望する方は、全て本市での手続きが必要です

市内の認可保育園

入園基準

申　込　期　間

保育料・給食費について

在園児について

城台保育園（玉津）、和光保育園（新栄）
封戸保育園（水崎）、河内保育園（佐野）
真玉保育園（西真玉）、香々地保育園（見目）
あすなろほいくえん（田染相原）※
※令和２年４月開園予定

　保護者の就労、病気、出産などの理由に
より、家庭での保育ができないことが原則
です。

市 内 保 育 園 ➡	完全無料　  
市外保育園等	➡	国・県の制度の
　　　　　　　		範囲内で無料

　継続して在園を希望する方の手続きは、
各保育園を通じて別途お知らせします。

12月9日（月）～
令和2年1月10日（金）

■申込書等の配布場所・提出先
　子育て支援課（健康交流センター花いろ内）、地域総務一課、地域総務二課
　※必要書類等、詳しくはお問い合わせください。

乳幼児健診
のお知らせ

健診種別 日　時 場　所
４か月児健診 12月		4日（水）13：15～

健康交流センター
花いろ

８か月児健診 12月11日（水）13：15～
１歳６か月児健診 12月13日（金）13：15～
３歳６か月児健診 12月18日（水）13：15～
５歳児健診 12月20日（金）13：00～

のお知らせのお知らせ

問子育て支援課　☎２２ー３１００

令和２年度令和２年度

保育園保育園保育園保育園

市内・外問わず、新たに入園を希望する方は、全て本市での手続きが必要です市内・外問わず、新たに入園を希望する方は、全て本市での手続きが必要です

・認定こども園への・認定こども園への・認定こども園への・認定こども園への

市内・外問わず、新たに入園を希望する方は、全て本市での手続きが必要です市内・外問わず、新たに入園を希望する方は、全て本市での手続きが必要です
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■日　時 12月22日（日）17：30～19：00
■場　所　市立図書館　ロビー　■定　員　60名■参加料　無料
■申込方法　図書館カウンターまたは電話
■申込・問い合わせ先　市立図書館まで

■日にち・受付時間
12月５日（木）　8：30～10：00

■場所　健康交流センター花いろ

■申込
　乳がん検診と託児のみ事前に予約が必要です。
問健康推進課　☎２２－３１００

　今年度、地域で行う最後の総合健診です。
　４月以降、健診を受診されていない方はぜひ受診してください。

●●大分県厚生連健康管理センター（別府市）大分県厚生連健康管理センター（別府市）
問ＪＡおおいた　北部事業部福祉サービスセンター

　　☎２３－０１２６

次の施設で、特定健診・がん検診等が受けられます。希望日の２週間前までに各施設まで直接お申込みください。

●宇佐高田地域成人病検診センター（宇佐市）●宇佐高田地域成人病検診センター（宇佐市）
問☎３７－２４５１

施設健診のお知らせ

健診についての詳細は、「ぶんごたかだ健診カレンダー」をご覧ください。

今年度最後の総合健診は、12月５日（木）です

「Ｕ
アンダーフォーティー

40健診」も同時開催
　１９歳～３９歳の市民※を対象とした無料の健診です。

★実際の健診内容が分かる
「U40健診実践編」動画→

★U40健診の詳細（市HP）→

※職場などで健診の受診機会のない方（扶養されている方を含む）、国保加入者

１人分　・エネルギー　119Kcal　・塩分量　 1.4ｇ

①里芋は皮をむいて乱切りにする。しめじは石づきを切
　り小房にわける。
②人参、大根はいちょう切り、白ねぎは小口切り、生姜
　は千切りにする。
③鶏ささみは一口大に切り、酒をふっておく。
④鍋に★だし汁（豊後高だし）を入れ、里芋と生姜を入れ
　煮立たせアクをとる。
⑤④に人参、大根を入れ柔らかくなったら、しめじと白
　ねぎとＡを加えて煮る。
⑥鶏ささみの汁気を軽くふき、片栗粉をまぶし⑤に入れ
　る。鶏ささみに火が通ったら出来上がり。器に盛り、
　好みで柚子こしょうを添える。

里芋のぬめりに含まれているムチンは、タンパク質の消化吸収を高めて胃腸の
働きを活性化します。

里芋………………………100ｇ
しめじ……………………50ｇ
人参………………………20ｇ
大根………………………30ｇ
白ねぎ……………………30ｇ
生姜………………………10ｇ
鶏ささみ…………………45ｇ
酒…………………………	少々
片栗粉……………………６ｇ
濃口しょうゆ……………大さじ１
みりん……………………大さじ１
酒…………………………大さじ１
だし汁（豊後高だし）……300cc
※お好みで柚子こしょう　少々

【材料】

★

Ａ｛

里芋のっぺい煮（２人分）里芋のっぺい煮（２人分）里芋のっぺい煮（２人分）
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紅葉を愛でながらのウォーキング♪高山寺住
職による法話、地元の方からのお接待も。

12月1日㈰９時出発

高山寺登山ウォーク

日 時

■距　　離　約５．０ｋｍ
■集合場所　西叡山中腹
　　　　　　「グランド」駐車場

豊後高田
健康大学

第5弾

「ヨガクリニック１１０
番！～しつこい身体の
痛みを緩和～」
　ヨガを通してしつこい身
体の痛みを癒しましょう♪
　多くの方のご参加をお
待ちしています！

１０：００～１１：００
12月10日（火）
参加記念品をご用意しています。

健康交流センター花いろ
軽スポーツルーム

日 時

特典

場所

■対　象　市内在住の健康に興味のある方
■受講料　無料
■定　員　80名※事前申込不要
■講　師　岩野　なおみ　氏
■協　力　大塚製薬株式会社

問健康推進課　☎２２－３１００

第15弾

世界農業遺産の郷・田染荘をはじめとした、
歴史薫る田染地区を巡ります。

12月15日㈰９時出発

田染地区ウォーク

日 時

第16弾

■距　　離　約６．０ｋｍ
■集合場所　田染公民館

※マイレージシート、飲料水、帽子、タオル
等は各自でお持ちください。

問人権・同和対策課　☎２４－０００７

　「すべての人間は､ 生まれながらにして自由であり､ かつ､ 尊厳と権利とについて平等である｡ 人
間は､ 理性と良心とを授けられており､ 互いに同胞の精神をもって行動しなければならない」
これは、１９４８年（昭和２３年）１２月１０日、国連の第３回総会で採択された「世界人権宣言」
の第１条の条文です。
　世界人権宣言は「あらゆる人と国が達成すべき共通の基準」として採択されました。
それぞれの国や地域の事情で異なる人権があるのではありません。世界の「共通の基準として」の
人権があるのです。
　その後、第５回総会において、１２月１０日を「世界人権デー」と定めたことから、国では、こ
の日までの１週間を「人権週間」と定めて全国で人権に関するイベントを開催しています。
　本市でも、講演会や街頭啓発を実施します。
　あなたは、これまで日々の生活の中や対人関係で、「人権」をどのように考えてきましたか？
「人権」とは、だれもが人間らしく、幸せに生きる権利のことで、これは決して誰も侵すことのでき
ない永久の権利です。
　お互いに相手の人権を尊重しつつ、みんなで住みよいまちづくりを進めていきましょう。

１２月４日～１０日は、人権週間です１２月４日～１０日は、人権週間です

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
１
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
！
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○「 マ マ 家 事 サ ポ ー
ト」、「ファミリーサ
ポート」、「ホームス
タート」の年末年始の
予約は１２/２６（木）
までにお願いします。
申問アンジュ・ママン
　☎２５－４５１２

公共施設等　年末・年始の業務のお知らせ

（※１）休館中に本を
返却する場合は、図
書館返却ポストに投
函して下さい。（CD・
DVDは投函できませ
ん）

（※２）年内にくみ取
りが必要な場合は、
12 月 20 日（金）ま
でに該当地区のくみ取
り業者へ直接申し込　
みをお願いします。

（※３）年末の混雑が
予想されますので、持
ち込みは早めにお願い
します。
搬入時間
9：00～ 16：30
問ごみ清掃工場
　☎２４－２７００

時間変更

平常どおり

休み

施　　設　　名
令和元年 1 ２月 令和２年 1 月

26日
（木）

27日
（金）

28日
（土）

29日
（日）

30日
（月）

31日
（火）

1日
（水）

2日
（木）

3日
（金）

4日
（土）

5日
（日）

市 役 所（各庁舎） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

証明書自動交付機 休 休 休 休

中 央 公 民 館 休 休 休 休 休 休

図　書　館（※１） 休 休 休 休 休 休

ご み 収 集 業 務 休 休 休 休 休

し尿くみ取り業務（※２） 8 時～
12 時 休 休 休 休 休 休 8 時～

12 時 休

ごみ清掃工場（※３） 休 休 休 休 休 休 休

市民乗合タクシー 休 休 休 休 休 休

ふるさとハローワーク 休 休 休 休 休 休 休 休 休

シルバー人材センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
病 児 保 育 室 な な い ろ

（ 高 田 中 央 病 院 ） 休 休 休 休 休 休 休 休

花っこルーム（高田・真玉・香々地）
※香々地は 1 月 6 日（月）もお休み

休 休 休 休 休 休 休 休 休

天使のゆりかご（病後児保育事業） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

かんがるーのぽっけ（一時預かり事業） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

お ひ さ ま ひ ろ ば 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

日
帰
り
温
泉

花 い ろ 温 泉
ス パ ラ ン ド 真 玉
夷 谷 温 泉 10時～

15時
13時～
22時

仙 人 湯 13時～
15時

海 門 温 泉 11時～18時

昭
和
ロ
マ
ン
蔵

駄菓子屋の夢博物館 休 休 11時～18時

チ ー ム ラ ボ ギ ャ ラ リ ー 昭 和 の 町 休 休 休 10時～
15時

昭和の夢町三丁目館 休 休 10時～15時

旬彩・南蔵（レストラン） 休 休 休 休 休

昭和の町展示館・巨大迷路 休 休 休 10時～
15時

ヴ ィ ラ・ フ ロ レ ス タ
鬼会の里（展示室） 食堂のみ休み 休 休 休 休 休 食堂のみ休み

長 崎 鼻（fi ore） 休 休 休 休 休 休 休

並 石 ダ ム（ こ っ と ん 村 ） 休 休 休 休 休 休 休 休

チームラボギャラリー真玉海岸 休 休 休 休 休

富 貴 寺 休

真 木 大 堂
熊 野 磨 崖 仏

ごみ清掃工場の休日
（日曜日）の受付について

■今月の受付日
　12月 22日（日）
■受付時間
　9：00～ 12：00
※ごみを持ち込む際
　には、分別の徹底
　をお願いします。
問環境課
　☎２５－６２１８

休
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市民チャンネル（BT-net）　 年末年始番組表
　ケーブルテレビでは、帰省などで皆さんが集う年末年始に、通常とは違った特別番組をお届けします。

年代ごとのヒットソングを市内の風景とともに放送♪
▽ 12	月 30	日　1960	年代ヒットソング
▽ 12	月 31	日　1970	年代ヒットソング
▽	1	月 1	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集
▽	1	月 2	日　　1980	年代ヒットソング
▽	1	月 3	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集

12 月 30 日（月） 12 月 31 日（火） 1 月 1 日（水） 1 月 2 日（木） 1 月 3 日（金）

５
00 いきいき元気アップ教室
30 ♪豊後高田昭和の町　昭和の名曲ヒットパレード♪

6 00 週刊ニュース年末年始版　◇ 55 天気

7
00 文字放送
30 いきいき元気アップ教室

8
00 ♪豊後高田昭和の町　昭和の名曲ヒットパレード♪
30 青鷹チャンネル総集編

9
00 2019 年　10 大ニュース 市長・議長年頭ごあいさつ 2019 年

10 大ニュース10 2019 年　10 大ニュース
45 文字放送 文字放送◇ 55 天気

10 00 市報特集連動企画　【総集編】
11

00
30 ♪豊後高田昭和の町　昭和の名曲ヒットパレード♪

12 00 週刊ニュース年末年始版　◇ 55 天気

13
00 いきいき元気アップ教室
30 小学校音楽会14 00

15 00 週刊ニュース年末年始版　◇ 55 天気

16
00 中学校音楽会30

17 00 大分方言まるだし弁論大会
18

00

45 文字放送 市長・議長年頭ごあいさつ 文字放送
◇ 55 天気

19 00 ♪豊後高田昭和の町　昭和の名曲ヒットパレード♪
30 市報特集連動企画　【総集編】20 00

21 00 ♪豊後高田昭和の町　昭和の名曲ヒットパレード♪

22
00 2019 年 10 大ニュース
45 文字放送

23 00 週刊ニュース年末年始版　◇ 55 天気
24 00 ＱＶＣ（翌日 5：00 まで）

ヒットヒット
昭和の名曲昭和の名曲 年代ごとのヒットソングを市内の風景とともに放送♪

▽ 12	月 30	日　1960	年代ヒットソング▽ 12	月 30	日　1960	年代ヒットソング▽ 12	月 30	日　1960	年代ヒットソング
▽ 12	月 31	日　1970	年代ヒットソング▽ 12	月 31	日　1970	年代ヒットソング▽ 12	月 31	日　1970	年代ヒットソング
▽	1	月 1	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集▽	1	月 1	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集▽	1	月 1	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集
▽	1	月 2	日　　1980	年代ヒットソング▽	1	月 2	日　　1980	年代ヒットソング▽	1	月 2	日　　1980	年代ヒットソング
▽	1	月 3	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集▽	1	月 3	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集▽	1	月 3	日　　昭和の歌姫	美空ひばり特集

週刊ニュース年末年始版　◇ 55 天気

文字放送

なんでん
かんでん
言うちみー

パレードパレード

問企画情報課　☎２５－６３９３
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1212
KINKOワークショップ＆KINKOワークショップ＆

クリスマスパーティークリスマスパーティー

☆婚活サロン☆婚活サロン

　国内外で活躍中の竹藝家・麻生あかりさん
を講師に、竹の恋叶リング作りのワークショッ
プや、美味しいフード・ドリンクでクリスマ
スパーティをしましょう！

　縁結びや婚活について楽しく情報交換する
場です。具体的なお話を希望される場合は身
上書をお持ちください。
■日　時 12月13日（金）
　　　　　18：00～19：30
■場　所　中央公民館　研修室
■対象者　縁結びお世話人さん、独身者の親
　　　　　御さん・友達、独身者本人

■日　時 12月14日（土）
         19：00～（18：30～受付）

■場　所　近古（KINKO）　
　　　　　（昭和の町 中央通り商店街）
■対象者　25～39歳の独身男女　各6名
■料　金　5,000円
　　　　　（ワークショップ・お食事・
　　　　　ドリンク飲み放題）
■申込み　右のQRコードから→

問豊後高田市婚活推進協議会
☎080-6410-9730（事務局：市地域活力創造課）

●固定資産税（３期）
●国民健康保険税（６期）
●介護保険料（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）
※口座振替日は12月27日（金）です。（納期限と
　は異なります）
※令和元年分確定申告等で社会保険料控除等を受
　けたい場合は、12月31日（火）までに納付して
　ください。令和２年１月１日（水）以降に納付し
　た場合、令和元年分の申告では控除の対象とな
　りません。
問税務課　☎２５－６１８２

今月の納期限　令和２年１月６日（月）

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
公
的
機
関
等
への
ご
寄
附
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
11
月
10
日
受
付
分
ま
で
）

■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

板
清
正
則

西
新
町
２
（
故
）幸
隆

熊
井
勝
宏

佐
古

（
故
）廣
吉

財
前
和
信

田
染
相
原
（
故
）幸
子

安
永
忠
史

上
北

（
故
）茂

田
染
雅
文

小
田
原

（
故
）勇
夫

柗
嵜
典
孝

浜
下

（
故
）桂
子

西　
　

京
子

下

（
故
）澄
夫

羽
迫
一
幸

香
々
地
4

（
故
）智
登
世

柳
井
恵
子

香
々
地
3

（
故
）進

本
田
政
治

呉
崎
桂
2

（
故
）智
子

土
谷
和
弘

福
岡
県

（
故
）サ
ダ
カ

伊
藤
宏
明

新
町
3

（
故
）元
一

藤
本
正
徳

宇
佐
市

（
故
）紀
美
子

　
社
会
福
祉
協
議
会
・
香
々
地
公
民
館
へ

山
本
映
子
香
々
地
10-

１

（
故
）逸
勇

社
会
福
祉
協
議
会
・
真
玉
中
学
校
・
真
玉
小
学
校
・
臼
野
小
学
校
へ

中
川
省
蔵

金
屋
1

（
故
）正
男

　
社
会
福
祉
協
議
会
・
西
都
甲
公
民
館
へ

後
藤
治
次

上
長
岩
屋
（
故
）次
郎

　
社
会
福
祉
協
議
会
・
田
染
公
民
館
へ

財
前
ミ
ツ
子

田
染
相
原
（
故
）昭

■
一
般
寄
付（
敬
称
略
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

稲
荷
醤
油（
株
）大
塚
純
正
西
新
町
１

戴
星
学
園

松
行

プや、美味しいフード・ドリンクでクリスマ

ブギウギ☆マルシェブギウギ☆マルシェ
　昨年も大好評だったブギウ
ギ☆マルシェ！今年も飲食や
雑貨、癒し、ワークショップ
など楽しいイベント盛りだ
くさんです。どなたでも参加できます。	詳
しくは、Facebook、ホームページをご覧く
ださい。
■日時 12月14日（土）10:00～16:00
■場所　パレット（中村建材店	高田2145-1）

問楽しい暮らしサポーターズ事務局
　代表☎０８０－１７９８－４１８９（遠藤）
　または buntakakurashi@gmail.com

第２回第２回

●Facebook ●ホームページ
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◆毎週火曜日は手話相談員がいます
　12月3日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫
　９時30分～17時　高田庁舎本館１階
問社会福祉課　☎２５－６１７８

◆行政相談委員定例相談所
●官公庁に対する苦情・要望・意見など。
　12月 19日㈭　10 時～ 12 時　香々地庁舎
問市民課　☎２５ー６１５７

◆特設人権なんでも相談所
●いじめや差別、人権問題の相談。
　12月6日㈮
　  9時30分～12時　真玉公民館
　  9時30分～12時　香々地公民館
　 14時～16時          中央公民館
問大分地方法務局宇佐支局 ☎３２－０５０８

◆障がい者支援相談会
●悩み、心配ごと、各種制度の利用方法など。
　12月12日㈭
①9時30分～10時30分　健康交流ｾﾝﾀｰ花いろ
②11時～12時　　　　　 香々地公民館
③13時30分～15時30分 ひまわり苑（西真玉）
※電話等での相談は、随時受け付けています。
申問①②みづほ障がい者相談支援センター 
　☎２５－８２２３
③ぶんご高田障がい者相談支援センター
　☎２３－４１１１

◆民生委員による心配ごと相談
●生計、家庭、財産等の生活上の問題についての
　相談。
■高田地区     12月17日㈫　9時～12時
　プラチナ支所（玉津夢むすび横）
■真玉地区 　 12月11日㈬   9時～12時
　真玉庁舎 機能訓練室
■香々地地区  12月25日㈬   9時～12時
　香々地公民館 和室
問社会福祉協議会　☎２５－５１００

各種相談　記載のない場合は無料・予約不要

◆消費生活問題出張相談会
●訪問販売や電話勧誘販売等の各種トラブルなど。
　12月10日㈫　10時～12時　香々地庁舎
　12月17日㈫　10時～12時　プラチナ支所
　12月24日㈫　10時～12時　真玉庁舎
問消費生活センター（市民課）☎２５－６１５７

◆行政書士会無料相談会
●遺言や遺産相続、契約書・内容証明作成等の相談。
　12月18日㈬　13時～16時
大分県行政書士会（大分市城崎町1-2-3）
問大分県行政書士会事務局
　☎０９７－５３７－７０８９

◆年金相談
　12月26日㈭ 10時～15時
　高田庁舎１階　101会議室
問日本年金機構 別府年金事務所
　☎０９７７－２２－５１１１

※要予約

◆大分県弁護士会法律相談
　12月6日㈮、20日㈮  13時30分～16時30分
中央公民館　※相談料　30分5,000円（税別）
申問大分県弁護士会法律相談センター
　☎０９７－５３６－１４５８

※要予約

日曜・祝日在宅当番医　★印は宇佐市
●１２月１日（日）
　玄々堂高田病院・・・・・・☎22－1134
★安心院わたなべ歯科・・・・☎44－1106
●１２月８日（日）
　くれさき循環器クリニック・・☎23ー1143
★美濃歯科医院・・・・・・・☎38－1083
●１２月１５日（日）
　ながまつ内科・小児科クリニック・・☎22－0022
★石川歯科医院・・・・・・・☎37－1711
●１２月２２日（日）
　みずのえ呼吸器内科クリニック・・☎23－1159
★石部ファミリー歯科医院・・☎34－8014
●１２月２９日（日）
　高田中央病院・・・・・・・☎22－3745
★石部歯科・・・・・・・・・☎38－4611
●１２月３０日（月）
　安部内科・・・・・・・・・☎22－2109
★いわお歯科・・・・・・・・☎32－6300
●１２月３１日（火）
　原田医院・・・・・・・・・☎53ー4047
　うえきデンタルクリニック・・☎22－1158
●１月１日（水・祝）
　せぐち内科・・・・・・・・☎23－0066
　うえき歯科クリニック・・・☎22－2166
●１月２日（木・祝）
　高田中央病院・・・・・・・☎22－3745
★うしろだ歯科医院・・・・・☎34－6480
●１月３日（金・祝）
　野中医院・・・・・・・・・☎27－3025
★江本歯科医院・・・・・・・☎38－5881
●１月５日（日）
　安部内科・・・・・・・・・☎22－2109
★金子歯科医院・・・・・・・☎33－2866
※都合により、変更になることがあります。
　受診される場合は、直接医療機関へご確認ください。
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お
知
ら
せ

　
お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金

融
公
庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

　
高
校
、短
大
、大
学
、専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん

の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

◆
融
資
額　
子
ど
も
１
人
に
つ
き

　
３
５
０
万
円
以
内

◆
金　
利　
年
１
・
66
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・

26
％

（
令
和
元
年
11
月
１
日
現
在
）

◆
返
済
期
間

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以

　
内

※
詳
細
は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
で
検
索

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の
被
害

者
等
か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

を
不
服
と
し
て
申
立
て
が
あ
っ
た

と
き
に
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民

の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た

11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
そ
の
不

起
訴
処
分
の
良
し
悪
し
を
審
査
し

ま
す
。

　
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費

用
は
一
切
無
料
で
す
。

　
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
中
津
検
察
審
査
会
事
務
局（
大

分
地
方
裁
判
所
中
津
支
部
内
）

☎
０
９
７
９
‐
２
２
‐
２
１
１
５

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

「
別
府
竹
工
芸
」職
業
訓
練
生
募
集

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
向ひ
ま
わ
り

日
葵

　
花
い
ろ
で
ケ
ー
キ
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
？

◆
日
時
及
び
集
合
場
所

12
月
10
日
㈫

＊
通
常
よ
り
１
週
間
早
く
な
っ
て

　
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ト
ム・ソ
ー
ヤ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

◆
日
時
12
月
14
日
㈯

10
時
〜
10
時
40
分

◆
場
所　
児
童
館

問
児
童
館　
☎
２
４
‐
０
０
０
７

事
業
所
ミ
ニ
説
明
会

年
忘
れ
猪
群
山
周
回

　
　
　
ト
レ
イ
ル
参
加
募
集

◆
日
時

12
月
14
日
㈯

8
時
30
分
〜
（
10
分
前
集
合
）

◆
場
所　
真
玉
温
泉
河
川
敷
駐

　
車
場
集
合

◆
内
容　
河
川
敷
駐
車
場
〜
猪
群

　
山
・
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
・
臼

　
野
周
回
〜
出
発
地
点
（
約
4
時

　
間
）

◆
料
金　
無
料
（
飲
食
物
は
ご
持

　
参
下
さ
い
）

◆
申
込　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

　
日
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。

※
傷
害
保
険
加
入
の
為
。

F
a
x
0
9
7
8
‐
２
３
‐
1
8
7
0

E
-m
a
il
h
iu
ra
.sh
o
p
@

gm
ail.com

◆
締
切

12
月
10
日
㈫
ま
で
必
着

問
国
東
半
島
峯
道
ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
高
田
支
部
（
日
浦
）

☎
２
３
‐
1
8
6
0

（
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
㈱
内
）

　
伝
統
工
芸
品
指
定
で
あ
る
「
別

府
竹
工
芸
」
後
継
者
育
成
の
た
め
、

２
年
間
の
職
業
訓
練
生
を
募
集
し

ま
す
。

◆
募
集
期
間

12
月
２
日
㈪
〜
令
和
２
年
１
月

31
日
㈮

◆
募
集
定
員

12
名

◆
応
募
資
格

39
歳
以
下
の
方
（
令
和
２
年
４

　
月
１
日
現
在
）

◆
選
考
日

　
令
和
２
年
２
月
16
日
㈰

◆
入
校
日

　
令
和
２
年
４
月
７
日
㈫

◆
訓
練
期
間　
２
年
間

◆
受
講
料

　
無
料
（
た
だ
し
入
校
経
費
５
万

　
円
が
必
要
）

問
大
分
県
立
竹
工
芸
訓
練
セ
ン

タ
ー☎

０
９
７
７
‐
２
３
‐
３
６
０
９

募
集

　
事
業
所
か
ら
募
集
求
人
の
説
明

を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
開
催
場
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
佐　
会
議
室

◆
参
加
市
内
事
業
所

○
12
月
5
日
（
木
）

　
株
式
会
社
住
理
工
九
州

9
時
30
分
〜
16
時

　
山
宗
株
式
会
社
大
分
工
場　
　

10
時
〜
12
時

○
12
月
19
日
（
木
）

　
山
宗
株
式
会
社
大
分
工
場　
　

10
時
〜
12
時

　
株
式
会
社
日
豊
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

13
時
〜
16
時

※
事
前
申
込
不
要
、
入
退
室
自
由
。

※
参
加
予
定
事
業
所
が
都
合
に
よ

り
欠
席
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＞
求
人
事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ

＜
参
加
事
業
所
募
集
中
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
佐

　
☎
３
２
‐
８
６
０
９

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

◆
募
集
期
間

12
月
２
日
㈪
〜
令
和
２
年
１
月

16
日
㈭

◆
入
試
日
程

　
令
和
２
年
１
月
19
日
㈰

◆
募
集
内
容

国
の
教
育
ロ
ー
ン

9
時
45
分　
ひ
ま
わ
り
苑

10
時　
　
　
健
康
交
流

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
花
い
ろ

精
神
障
が
い
・
知
的
障
が
い
・

身
体
障
が
い
の
あ
る
方

◆
参
加
料　
無
料

※
事
前
に
電
話
申
込
が
必
要
で
す
。

問
ぶ
ん
ご
高
田
障
が
い
者
相
談

　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
３
‐
４
１
１
１
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職
業
訓
練
生
募
集︵
障
が
い
の
あ
る
人
︶

　
令
和
２
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
科
目

人口のうごき

交通事故発生状況

救急車出動件数

火災発生件数

家庭の燃えるごみ量

■人口　２２，６５１　（＋２１）
　男性　１０，７３５　（＋１７）
　女性　１１，９１６　（＋　４）
■世帯　１０，８４５　（＋２６）
　転入 　９６人　転出　５２人
　出生 　１５人　死亡　３８人

令和元年10月31日現在
※（　）内は先月比

１件
（死亡者０人、負傷者２人）

本年累計＝２８件

１３２件
本年累計＝１，１９３件

２件
本年累計＝１４件

１人１日あたりの量＝448ｇ
（前年同月447ｇ）

10 月10 月

市内で働きませんか？従業員を募集中です
▼トゥルーバファーム大分▼大上農園▼複合型障がい者施設　大樹▼ローソン　豊後高田界店▼玄々
堂高田病院▼大分県農業協同組合▼マックハウスイオンタウン豊後高田店▼イシイ　九州孵卵場▼北
田金属工業所▼わこう児童クラブ▼クラウン▼そば処　響▼山宗▼ｋｉｒａｋｕ▼土屋製作▼六郷園
▼プライド▼ＴＭＫチャレンジクラブ▼弘栄▼北大総合警備▼あっとほーむ玄々堂・高田▼九州小出
鋼管▼東海化成九州▼住理工九州▼九州ケミカル▼東陽九州▼むなかた眼科クリニック▼真萌会▼ま
つなり歯科医院▼真玉福祉会▼小串商店▼菅組▼クローバー食品▼奥田建設▼宇留嶋建設工業▼西高
森林組合▼河内保育園▼高田中央病院▼千嶋病院▼封戸保育園▼イナリ総合保険事務所▼中之島鉄工
▼山城屋酒類販売▼中村商店▼高田魚市場▼宇佐参宮タクシー▼西日本土木▼大晃通信建設▼志おや
▼ダイプロ北部販売▼東プラスチック・エンジニアリング▼ロッド・コム▼トヨ・テック▼日豊ケアサー
ビス▼住理工大分ＡＥ▼大分精密工業▼サンウェイ▼豊洋メット▼たかだ調剤薬局▼ホームセンター
セブン▼コロン▼北大アルミ▼希の里▼ＭＡＣＲＯ▼大興電設▼社会福祉協議会▼和光測量設計▼障
害者支援施設コスモス▼メンテナンス▼アクサ生命保険▼大交北部バス▼セキュリティーコマンド▼
プランニングサポート▼日清医療食品▼ヰセキ九州▼ＫＣタクシー大分▼ＨＯＴＥＬ　ＡＺ▼エーワ
ン▼菊家▼創研ビルサービス▼トキハインダストリー▼大分石油▼中九州クボタ▼ヨネザワ▼ドラッ
グストアモリ▼ヤンマーアグリジャパン▼トライアルオペレーションズ▼メガ生鮮▼うちだ屋▼コメ
リ▼志成教育グループ▼コスモス薬品▼セリア▼コメリ▼湯川鉄工所
以上の情報は、1 １月１８日時点の市内勤務地の求人情報です。職種等、詳しくは、ハローワークへ
問い合わせください。※直接、事業所への問い合わせは、ご遠慮ください。
申問ハローワーク宇佐　☎ 32-8609　豊後高田市ふるさとハローワーク　☎ 22-2342

　
【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

　
・
定
員

20
人

　
・
対
象
者

18
歳
〜
39
歳
の
方
、

　
　
離
転
職
者
な
ど
、
新
規
高
卒

　
　
予
定
者

　
【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

　
・
定
員

20
人

　
・
対
象
者　
離
転
職
者
な
ど
、

　
　
新
規
高
卒
予
定
者

◆
訓
練
期
間　
１
年
間

◆
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に

　
教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

◆
申
込
方
法　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
職
業
相
談
を
受
け
た
後
、
願
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専

門
校

　
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９

　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
②
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
設
計
科
③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科

　
④
Ｏ
Ａ
事
務
科
⑤
建
築
設
計
科

　
⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
流
通
ビ

　
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

　
ス
）
⑦
総
合
実
務
家

◆
定
員
各
20
名
（
⑥
の
み
30
名
、

　
う
ち
５
名
は
音
声
パ
ソ
コ
ン

　
コ
ー
ス
）

◆
訓
練
期
間

　
１
年
間
（
②
の
み
２
年
間
）

◆
応
募
資
格

身
体
障
が
い
、

　
知
的
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

　
高
次
機
能
障
が
い
、
難
病
な
ど

　
の
あ
る
人
（
手
帳
の
有
無
を
問

　
い
ま
せ
ん
）

◆
募
集
締
切　
令
和
２
年
１
月
23

　
日
㈭

◆
入
校
日

　
令
和
２
年
４
月
10
日
㈮

㉄
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
☎
０
９
３
‐
７
４
１
‐
５
４
３
１

１月５日（日）
10：45開式

場所：中央公民館

成成人式人式
令和
２年

成人式
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　槌谷 啓輔 様から、ご自身が描いた絵画
「ホーランエンヤ」のご寄贈をいただきまし
た。（2006年県美術協会賞受賞作品）

　高田中学校女子駅伝部が、県大会で準優勝
し、九州中学校駅伝競走大会（11/29～30 熊
本県）に初出場しました。

市報

№177

まちのわだい●各記事のＱＲコードから、詳しい記事・写真と動画を見ることができます。

12
月
号

印
刷

／
宗

印
刷

所
TEL0978（

22）2739
豊

後
高

田
市

 企
画

情
報

課
 〒

879-0692 豊
後

高
田

市
是

永
町

39番
地

３
 

TEL0978（
25）6393 FAX0978（

22）2725
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w
w
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編

集
・

発
行

　高田中学校野球部が、中学軟式野球九州少年大会
（11/9～10 沖縄県）で優勝し、初代王者に輝きまし
た。

九州大会で初代王者に輝く！

　清末 昭雄 様から
「児童福祉のためにご
活用ください」とご寄
附をいただきました。

ご寄附ありがとうございます100歳おめでとうございます

ご寄贈ありがとうございます

九州大会で初代王者に輝く！

　11/3、市内の海・山
の産品が集まった「豊
後高田よっちょくれ祭
り」が、真玉中学校で開
催され、大盛況でした。

豪快！
1,000人分のアサリ汁に大行列
豪快！
1,000人分のアサリ汁に大行列

巻き起こせ！高中旋風!巻き起こせ！高中旋風!

ご寄附ありがとうございます100歳おめでとうございます

ご寄贈ありがとうございます

　常廣 美羽 さん（高校
２年）が、「高校生なるほ
どアイデアコンテスト」
で、修正鬼会の鬼をイ
メージしたおにぎりを
考案し、見事グランプリ
に輝きました。

高田高校生
「なるコン」でグランプリ!
高田高校生
「なるコン」でグランプリ!

木原 ノエさん（美和）

※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

市報音訳版・点字版

希望者には配布してい
ますので、お問い合わ
せください。
問社会福祉課
 ☎２５－６１７８


